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　　　　 講師 ：  宋 浣範  高麗大学グローバル日本研究院（韓国） 副院長 ／日文研 外国人研究員
　　　　 コメンテーター ：  金野 純  学習院女子大学　准教授　 
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地下鉄東西線

丸太町駅

・京都市営地下鉄烏丸線「丸太町」駅下車5番出口（地下鉄連絡通路にて直結）
・京都市バス、京都バス、JRバス「烏丸丸太町」バス停下車

【アクセス】
京都府立総合社会福祉会館 ハートピア京都

日文研フォーラムとは
国際日本文化研究センター（日文研）が、来日中の外国人研究者
による日本研究の成果を市民の皆さまにご紹介し、共有してい
ただくことを主な目的とする催しです。
1987年の設立以来、月1回のペースで、京都市中心部の会場で
継続的に開催しています。

国際日本文化研究センター 研究協力課
〒610-1192　京都市西京区御陵大枝山町3-2
TEL: 075-335-2078
http://www.nichibun.ac.jp/ja/

お問い合せ先　

2003年パリ・ソルボンヌ（第4）大学哲学専攻卒業。2004年同大学大学院社会学知識哲学専攻
修士課程修了。同年、フランス国立東洋言語文化研究所日本語日本文化専攻卒業。2008年
フランス国立東洋言語文化研究所博士課程修了。パリ・ディドロ（第7）大学教育研究補助員を
経て、2009年9月より同大学東アジア言語文化学部准教授。2016年2月から国際日本文化研究
センター外国人研究員を併任。
専門分野は、歴史社会学、知識社会学、文化研究。主な著作に、Listen, Copy, Read:Popular 
Learning in Early Modern Japan（堀内アニッックと共編著、Brill、2014）がある。

第
３
０
7
回

International Research Center for Japanese StudiesTh
e
 3
0
7
th
 N
ich

ib
u
n
ke
n
 Fo

ru
m
 

　講師  マティアス・ハイエク パリ・ディドロ大学 東アジア言語文化学部日本学科（フランス） 准教授/
日文研 外国人研究員
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。
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コメンテーター  嘉数 次人　大阪市立科学館 学芸担当課長
1988年大阪教育大学教育学部卒業、1990年大阪教育大学大学院教育学研究科修了。
1990年４月より大阪市立科学館学芸員。同館主任学芸員を経て2016年より現職。
専門分野は、科学史、天文教育。主な著書に、『天文学者たちの江戸時代』(ちくま新書、
2016)、共著『木村蒹葭堂 ―なにわ知の巨人―』(思文閣出版、2003)、共著『伊能忠敬測量
隊』(小学館、2003)など。主な論文に「高橋至時の地動説」（『科学史研究』第50巻259号、
2011)などがある。


